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芳

「
雪染

●

原
」

包

昭
和
四
十
六
年
作

(
青
木
滋
芳
展
出
品
)

観る②≪る
霧蘇る

青
木
滋
芳
(
大
正
3
̃
昭
和
5
8
)

は
、
東
京
美
術
学
校
工
芸
科
図
案

部
に
入
学
し
ま
す
が
、
ま
も
な
く

染
色
工
芸
の
美
し
き
に
魅
せ
ら
れ

ま
す
。
卒
業
後
、
染
色
を
生
涯
の

方
向
と
し
て
在
学
中
か
ら
の
師
で

も
あ
る
和
田
三
造
、
広
川
松
五
郎

に
つ
い
て
学
び
、
自
己
の
芸
術
を

確
立
し
、
文
展
、
日
展
、
現
代
工

芸
展
な
ど
を
舞
台
と
し
て
、
こ
の

世
界
の
代
表
的
存
在
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

作
品
に
は
、
動
物
や
植
物
を
モ

チ
ー
フ
に
構
成
し
た
も
の
も
勿
論

あ
り
ま
す
が
、
風
景
を
最
も
多
く

制
作
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
青

木
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
至
る

ま
で
日
本
各
地
を
く
ま
な
く
歩
き
、

貪
欲
に
取
材
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
取
材
を
も
と
に
、
染
色
の
さ
ま

ざ
ま
な
技
法
を
用
い
て
独
自
の
造

形
を
開
拓
し
、
展
開
さ
せ
ま
し
た
)

こ
の
「
雪
原
」
は
、
好
ん
で
し

ば
し
ば
訪
れ
た
日
光
の
雪
景
色
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
大
胆
な

構
成
で
、
リ
ズ
ム
感
に
あ
ふ
れ
、

広
が
り
の
あ
る
空
間
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
見
平
凡
な
風
景
か

ら
、
清
新
な
風
景
世
界
を
築
き
上

げ
る
作
者
の
鋭
敏
な
感
覚
と
技
量

の
豊
か
さ
が
十
分
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
4
6
年
、
改

組
第
3
回
日
展
に
出
品
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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滋
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●
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池
一
室
こ

本
年
度
企
画
展
第
1
 
7
回
「
房

総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
」
は
、

染
色
工
芸
家
の
青
木
滋
芳
(
大

正
3
̃
昭
和
5
8
)

に
焦
点
を

あ
て
て
開
催
し
ま
す
。

青
木
滋
芳
は
、
大
正
3
年

5
月
2
5
日
、
東
京
四
谷
に
生

ま
れ
7
歳
の
時
に
一
家
を
挙

し
ま
し
た
。
昭
和
1
 
1
年
に
は
千
葉

美
術
会
の
後
身
と
も
い
え
る
千
葉

県
美
術
協
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

時
に
は
東
京
美
術
学
校
在
学
中
の

青
木
滋
芳
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

青
木
滋
芳
は
昭
和
8
年
に
東
京

美
術
学
校
工
芸
科
図
案
部
に
入
学

し
、
和
田
三
造
、
広
川
松
五
郎
に

作
品

C
一
九
蚕

げ
て
千
葉
市
高
城

町
に
移
住
し
ま
し

た
。
父
敏
郎
は
欧

州
航
路
の
客
船
パ

ー
サ
ー
で
、
若
い

芸
術
家
た
ち
に
自

宅
を
開
放
し
、
展

覧
会
を
開
く
な
ど

物
心
両
面
の
援
助

を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
社
交
場
に
出

入
り
し
て
い
た
作

青木滋芳氏

家
た
ち
に
、
日
本
画
家
の
鈴

木
月
樺
、
洋
画
家
の
無
縁
寺

心
澄
、
彫
金
家
の
信
田
洋
、

彫
刻
家
大
須
資
力
ら
が
い
ま

し
た
。
彼
ら
は
の
ち
に
、
千

葉
美
術
会
を
発
足
さ
せ
て
、

県
内
在
住
、
出
身
作
家
の
団

結
を
呼
び
か
け
る
な
ど
活
躍

学
び
ま
し
た
。
和
田
三
道
は
洋
画

家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が

大
正
7
年
に
絵
鶏
緋
の
大
作
を
発

表
し
て
反
響
を
呼
び
、
高
島
屋
染

色
芸
術
研
究
所
の
所
長
に
就
任
し

て
染
色
の
研
究
に
取
り
組
み
、
多

く
の
後
身
を
育
て
ま
し
た
。
一
方
、

広
川
松
五
郎
は
、
大
正
1
 
5
年
に
鋳

金
家
高
村
豊
岡
、
佐
々
木
象
堂
ら

新
進
の
工
芸
家
た
ち
と
工
芸
集
団

志
鄭
」
を
結
成
、
同
年
、
こ
の

「
元
型
」
が
軸
と
な
っ
て
日
本
工

芸
美
術
会
が
発
足
し
、
芸
術
と
し

て
の
工
芸
を
め
ざ
す
運
動
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
染
織
界
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ま
で
の
企
業
主
導
型
か

ら
脱
脚
し
、
個
人
作
家
の
登
場
の

気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
広
川
松

五
郎
は
そ
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
、

昭
和
2
年
に
待
望
の
工
芸
部
門
の

帝
展
参
加
が
実
現
し
、
壁
飾
、
屏

風
、
衝
立
な
ど
、
お
も
に
臨
妨
染

色
の
作
品
を
次
々
に
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
二
人
の
染
色
工
芸
の

大
家
と
出
会
い
、
青
木
滋
芳
は
染

色
工
芸
家
と
し
て
芸
術
の
道
を
歩

ふ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
1
3
年
、
東
京
美
術
学
校
を

首
席
で
卒
業
し
ま
し
た
が
、
卒
業

制
作
は

「
あ
な
た
の
友
達
-
虫
と

魚
た
ち
」

と
い
う
英
文
の
海
外
向

け
絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

泥
絵
具
の
ざ
ん
新
を
色
彩
に
よ
る

現
代
的
な
感
覚
の
作
品
で
、
青
木

=
特
別
展
=
∴
∴
%
ま
で

ピ
カ
ソ
展
・
連
日
の
に
ぎ
わ
い

8
月
7
日
か
ら
9
月
6
日
ま
で

ピ
カ
ソ
展
を
開
催
し
て
い
る
。
ピ

カ
ソ
の
知
名
度
が
高
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
開
催
前
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
多
く
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
後
も
会

場
は
連
日
に
ぎ
お
っ
て
い
る
。
本

展
で
は
、
ピ
カ
ソ
の
没
後
、
孫
娘

マ
リ
ー
ナ
に
相
続
さ
れ
た
作
品
群

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は
、

ほ
と
ん
ど
未
公
開
の
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
、
絵
画
・
素
描
・
陶
器
と

い
っ
た
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
内
容
で
あ
る
こ
と
も
鑑
賞
者

に
一
層
の
興
味
を
与
え
る
結
果
を

生
ん
で
い
る
。
総
数
約
期
点
の
展

観
で
あ
り
、
ピ
カ
ソ
の
魅
力
を
知

る
絶
好
の
機
会
と
い
え
よ
う
。

ピカソ展 会場風景
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滋
労
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ

ザ
イ
ン
の
才
能
が
い
か
ん
な

く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

年
の
第
2
回
新
文
展
に
は
「
染

色
・
虫
の
行
軍

児
童
室
壁

飾
」

が
初
入
選
し
、
ま
た
紀

元
二
六
〇
〇
年
記
念
日
本
万

国
博
覧
会
子
供
ラ
ン
ド
の
設

計
を
ま
か
さ
れ
、
将
来
を
嘱

望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
格
的
に
染
色
作
品
の
制

作
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
終

戦
後
疎
開
先
の
福
島
県
か
ら

千
葉
市
に
戻
っ
て
か
ら
で
、

昭
和
2
7
年
の
第
8
回
日
展
に

出
品
し
た
染
屏
風
「
キ
ャ
ベ

ツ
と
蓮
根
」

で
特
選
を
受
賞

し
ま
し
た
。

青
木
滋
芳
の
作
品
は
、
ほ

と
ん
ど
が
屏
風
、
額
、
衝
立

な
ど
絵
画
的
要
素
の
強
い
も

の
で
す
。
初
期
の
こ
ろ
は
、

友
禅
染
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

櫛
防
染
の
技
法
を
用
い
て
、

「
池
」
や

「
庭
前
小
景
」
な

ど
伝
統
的
な
装
飾
美
を
越
え

松

島
一
九
天

た
新
鮮
な
感
覚
を
み
せ
る
作

品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

昭
和
3
5
年
、
日
展
会
員
と

な
り
、
こ
の
頃
か
ら
蝦
防
染

に
よ
る
制
作
に
変
わ
り
ま
し

た
。
昭
和
3
6
年
に
現
代
工
芸

美
術
家
協
会
が
、
鍍
金
家
の

蓮
田
修
吾
郎
、
彫
金
家
の
帖

佐
美
行
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、

滋
労
も
翌
年
の
第
1
国
展
か
ら
出

品
し
ま
し
た
。
現
代
工
芸
美
術
家

協
会
は
、
「
工
芸
の
本
義
は
作
家

の
イ
リ
ユ
ウ
ジ
ョ
ン
を
基
幹
と
し

て
い
わ
ゆ
る
工
芸
素
材
を
駆
使
し
、

そ
の
造
型
効
果
に
よ
る
独
得
の
美

を
な
す
も
の
で
、
そ
の
制
作
形
式

の
立
体
的
た
る
と
平
面
的
た
る
を

と
れ
ず
工
芸
美
を
追
求
す
る
こ
と

に
あ
る
」
と
し
、
新
味
あ
る
作
品

が
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

4
0
年
代
に
入
る
こ
の
時
期
は
抽
象

的
傾
向
の
美
術
が
盛
ん
で
あ
り
、

青
木
滋
芳
も
一
時
期
、
「
縞
の
あ

る
四
辺
形
」
 
、
「
作
品
C
」
な
ど
の

抽
象
的
作
風
の
作
品
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
各
地
の
風
景
や
山
、

雪
景
な
ど
自
然
に
取
材
し
、
写
実

を
基
礎
と
し
た
風
景
作
家
と
し
て

の
活
動
を
展
開
し
、
昭
和
4
6
年
の

第
3
回
改
組
日
展
に
出
品
し
た

「
雪
原
」

で
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
単
純
化
し
た

大
胆
な
色
彩
の
画
面
構
成
は
、
自

然
の
美
を
追
求
す
る
厳
し
さ
と
同

時
に
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

青
木
滋
労
は
、
日
展
評
議
員
、

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
顧
問
と

し
て
染
色
工
芸
界
で
活
躍
す
る

一
方
、
本
県
に
お
い
て
も
千
葉
県

美
術
会
の
常
任
理
事
を
務
め
、
昭

和
5
 
1
年
度
に
は
千
葉
県
教
育
功
労

●

者
(
芸
術
文
化
)

に
表
彰
さ
れ
、

本
県
の
美
術
界
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

昭
和
5
8
年
4
月
1
7
日
、
肝
臓
障
害

の
た
め
、
6
8
歳
で
逝
去
。
ひ
た
す

ら
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
作
品
に

染
め
上
げ
て
き
た
青
木
滋
芳
の
早

い
死
に
、
そ
の
才
能
を
惜
し
む
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
日
展
及
び
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
作
品
を

中
心
に
遺
作
約
4
0
点
を
展
覧
し
、

青
木
滋
芳
の
染
色
の
世
界
を
御
紹

介
し
ま
す
。

峠
一
矢
一
一

=
意
欲
作
を
一
堂
に
=
%
ま
で

第
二
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
二
回

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
は
、
8
月

7
日
絢
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
時
に

オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
展
「
ピ
カ
ソ

展
」
と
あ
わ
せ
て
、
初
日
か
ら
多

く
の
入
場
者
が
あ
り
、
大
賞
作
6

点
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
順
調

に
行
わ
れ
て
い
る
。

8
月
9
日
㈲
の
授
賞
式
に
は
、

大
賞
受
賞
作
家
、
入
選
者
、
招
待

作
家
、
来
賓
な
ど
が
多
数
出
席
し
、

審
査
会
長
嘉
門
安
雄
氏
の
審
査
講

評
な
ど
も
行
お
れ
、
第
二
回
展
に

対
す
る
氏
の
率
直
な
見
解
が
述
べ

ら
れ
、
出
品
者
に
と
っ
て
意
義
深

い
式
と
な
っ
た
。

展
覧
会
は
9
月
6
日
佃
ま
で
開

催
さ
れ
る
が
、
8
月
2
2
日
周
に
は

美
術
を
語
る
会
㈲
が
開
か
れ
、
大

賞
受
賞
者
関
正
司
氏
が
「
私
の
制

作
に
つ
い
て
」
話
題
提
供
さ
れ
た
。

日

時

1
 
0
月
3
日
㈲
午
後
2
時

話

題

「
父
、
滋
芳
の
思
い
出
」

話
題
提
供
者青

木
三
四
郎
氏(

彫
刻
家
)

現代日本具象彫刻展会場風景
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一
.
昭
和
6
 
2
年
度
鶉
収
蔵
作
品
展
Ⅲ
期

競
・
並

今
年
度
常
設
収
蔵
作
品
展
Ⅲ

期
は
、
日
本
近
代
美
術
史
に
お
い

て
、
兄
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
彩
画
の
展
開
を
本
館
収
蔵
作
品

に
よ
り
御
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

大下藤次郎「紫陽花」中西利姓「四人の女」

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
洋
画
史

の
変
遷
の
中
で
、
水
彩
画
と
い
う

一
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
も
様
々
に
変

化
し
、
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
親
し
ま
れ
な
が
ら
も
洋

画
史
に
お
け
る
重
要
な
役
割
が
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
水
彩
画
を

改
め
て
見
直
し
て
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

主
な
展
示
作
品

丸
山
晩
霞

(
慶
応
3
̃
昭
1
 
7
)

「
長
野
水
内
風
景
」

(
明
3
 
1
)

大
下
藤
次
郎
(
明
3
̃
明
4
4
)

「
紫
陽
花
」

(
明
3
7
)
、
「
青

梅
」

(
明
3
7
)

石
川
欽
一
郎
(
明
4
̃
昭
2
0
)

「
水
辺
」

(
明
末
)

白
滝
幾
之
助

(
明
6
̃
昭
3
5
)

「
エ
ジ
プ
ト
」

(
大
日
)
、
「
伊

国
ナ
ポ
リ
」

(
大
1
 
2
)

三
宅
克
己

(
明
7
̃
昭
2
9
)

「
小
諸
城
址
」

(
明
3
3
)

牧
野
克
次

(
元
治
1
̃
昭
1
 
7
)

「
松
林
」

(
不
詳
)

中
林
備
(
明
n
̃
昭
1
 
2
)

「
け
し
の
花
」

(
不
詳
)

長
谷
川
良
雄
(
明
1
 
7
̃
昭
1
 
7
)

「
晩
秋
」

(
明
4
2
)

田
中
善
之
助

(
明
2
2
̃
昭
2
 
1
)

「
山
門
」

(
不
詳
)

石
井
柏
亭
(
明
1
 
5
̃
昭
3
3
)

●

「
舟
に
居
る
人
」

(
大
2
)
、

「
晩
春
行
楽
図
」

(
昭
1
 
3
)
、

「
舞
姫
」

(
昭
2
8
)

小
山
周
次

(
明
1
 
8
̃
昭
4
3
)

「
ば
ら
」

(
昭
1
 
3
)
、
「
甲
斐

牧
丘
」

(
昭
2
 
1
)

赤
城
泰
舘
(
明
2
2
̃
昭
0
0
)

「
赤
屋
根
の
村
」

(
大
2
)
、

「
山
湖
」

(
昭
初
)

水
野
以
文
(
明
2
3
̃
昭
4
9
)

「
草
花
」

(
大
3
)

後
藤
工
志
(
明
2
6
̃
昭
4
)

「
ダ
リ
ア
」

(
大
2
)

古
賀
春
江

(
明
2
8
̃
昭
8
)

「
風
景
」

(
不
詳
)

中
西
利
雄
(
明
3
3
̃
昭
2
3
)

「
ト
リ
エ
ー
ル
:
ン
エ
ー
ル
・

セ
ー
ヌ
」

(
昭
5
)
、
「
四
人

の
女
」

(
昭
1
4
)

不
破
章
(
明
3
4
̃
昭
5
4
)

「
二
女
」

(
昭
2
8
)
、
「
奥
鬼

怒
の
湯
治
場
」

(
昭
5
1
)

冨
田
通
雄
(
明
3
4
̃
)

「
外
房
鵜
原
」

(
不
詳
)
、
「
静

か
な
る
日
」

(
昭
1
2
)

小
堀
進
(
明
3
7
̃
昭
5
0
)

「
南
欧
の
丘
」

(
昭
3
7
)
、
「
霞

ヶ
浦
」

(
昭
4
8
)

荒
谷
直
之
介
(
明
3
5
̃
)

「
若
い
裸
婦
た
ち
」

(
昭
5
1
)

三
橋
兄
弟
治

(
明
4
4
̃
)

「
ハ
テ
ィ
バ
の
城
壁
」

(
昭
5
6
)

五
十
嵐
光
昭
(
昭
3
̃
)

「
浬
楽
の
前
で
」

(
昭
5
8
)

■
浅
井
忠
コ
ー
ナ
ー

佐
倉
藩
に
生
ま
れ
た
明
治
洋
画

の
巨
匠
、
浅
井
忠
(
安
政
3
̃
明

4
0
)

の
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
、
作

品
を
は
じ
め
、
背
景
資
料
等
や
周

辺
作
家
の
作
品
な
ど
、
毎
回
テ
ー

マ
を
変
え
て
展
覧
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
浅
井
忠
が
優
れ
た
才

能
を
発
揮
し
た
水
彩
画
に
焦
点
を

あ
て
て
御
紹
介
し
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

「
風
景
」

(
明
u
頃
)

「
磐
梯
山
の
図
」

(
明
2
1
)

「
金
川
城
壁
上
」

(
明
2
7
)

「
金
川
城
南
門
外
」

(
明
2
7
)

「
男
性
裸
像
」

(
明
3
4
)

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
森
」

(
明
3
4
)

「
洋
上
の
夕
陽
」

(
明
3
5
)

「
農
家
」

(
明
3
5
)

「
帆
船
の
図
」

(
不
詳
)

「
つ
ば
さ
の
図
」

(
不
詳
)

「
糸
を
く
る
女
」

(
不
詳
)

「
大
原
女
」

(
明
3
5
̃
明
4
0
)

「
花
」

(
明
3
5
̃
明
4
0
)

「
東
宮
御
所
壁
飾
草
稿
㈲
」
(
明
3
8
)

●

=
企
画
展
=

第
1
 
1
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

館
外
で
の
美
術
館
活
動
と
し
て

行
っ
て
き
て
い
る
千
葉
県
移
動

美
術
館
を
今
年
度
も
開
催
す
る
運

び
と
な
っ
た
。
今
回
で
n
回
目
で

あ
る
。
本
展
覧
会
を
通
し
て
、
県

民
の
方
々
に
美
術
を
よ
り
身
近
な

も
の
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
移
動

美
術
館
は
、
昭
和
5
2
年
度
か
ら
開

始
し
、
こ
れ
ま
で
毎
年
2
会
場
を

巡
回
し
て
美
術
鑑
賞
の
場
を
広
げ

て
き
た
。
開
催
し
た
場
所
は
、
木

更
津
・
館
山
・
松
戸
・
大
多
喜
・

成
田
・
銚
子
・
東
金
・
佐
原
・
流

山
・
八
日
市
場
・
佐
倉
・
柏
・
八

街
・
四
街
道
・
佐
原
・
富
里
・
八

千
代
・
君
津
・
丸
山
・
浦
安
の
県

内
各
方
面
と
な
っ
て
い
る
。
作
品

に
つ
い
て
は
、
各
会
場
の
ス
ぺ
-

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
日
本
画
・

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
版
画

の
各
分
野
を
対
象
と
し
て
0
0
̃
5
0

点
程
を
選
び
展
示
し
て
い
る
。
今

回
の
会
場
及
び
会
期
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
御
鑑
賞
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

印
旛
村
中
央
公
民
館

1
0
月
2
9
日
̃
‖
月
9
日

宮
津
市
富
津
公
民
館

‖
月
1
2
日
̃
‖
月
2
4
日



●

今
年
度
常
設
収
蔵
作
品
展
Ⅳ

期
は
、
1
 
2
月
8
日
㈹
か
ら
昭
和
6
3

年
3
月
針
目
㈱
ま
で
開
催
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
常
設
し
て
い
る
浅
井

忠
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
鋳
金
家
の
香

取
秀
真
、
津
田
信
夫
、
日
本
画
家

の
石
井
林
響
、
富
取
風
堂
、
洋
画

家
の
椿
貞
雄
、
版
画
家
の
浜
口
陽

三
、
星
衰
一
ら
房
総
ゆ
か
り
の
作

家
約
的
名
に
焦
点
を
あ
て
、
順
次

展
示
替
え
を
し
な
が
ら
、
作
家
の

紹
介
と
顕
彰
を
図
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
新
収
蔵
作
品
を

展
覧
し
ま
す
。

入
館
者
二
百
万
人
突
破
〃
‥

本
館
も
今
年
で
開
館
1
 
3
年
目
を

迎
、
え
、
去
る
8
月
n
日
に
、
二
百

万
人
目
の
入
館
者
を
迎
え
た
。
当

日
、
特
別
展
「
ピ
カ
ソ
展
」
 
、
企
画

展
「
第
2
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻

展
」
な
ど
開
催
さ
れ
る
な
か
、
二

百
万
人
目
に
現
れ
れ
た
人
は
へ

福

井
医
科
大
生
の
木
村
恵
子
さ
ん
で

みる・かたる・つくる

藤
川
館
長
か
ら
記
念
品
や
展
覧
会

図
録
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
木
村
さ

ん
は
千
葉
に
来
た
の
は
初
め
て
と

の
こ
と
で
、
突
然
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

攻
め
と
贈
り
物
に
驚
き
な
が
ら
も

表
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た
。

入
館
者
は
、
展
覧
会
や
環
境
設

備
の
充
実
と
共
に
、
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
開
館
4
年
目
に
5
0
万
人
、

8
年
目
で
百
万
人
を
数
、
え
、
1
 
3
年

目
に
し
て
二
百
万
人
を
迎
え
た
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
J
R
京

葉
線
の
開
通
や
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ

ー
の
オ
ー
プ
ン
、
周
辺
の
千
葉
ポ

ー
ト
パ
ー
ク
の
環
境
整
備
や
直
通

バ
ス
の
運
行
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ

も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を

機
に
よ
り
一
層
、
県
民
に
親
し
ま

れ
る
美
術
館
へ
の
発
展
に
努
め
た
い
。

第
1
 
8
回
現
代
日
本
美
術
展

本
館
賞
受
賞
作
品

池
田
丈
一
作
「
ひ
ね
く
れ
た
正

1
 
2
面
体
」

は
、
チ
ー
ク
材
を
使
用

し
、
作
者
自
身
「
ひ
ね
く
れ
シ
リ

ー
ズ
」

と
呼
ん
で
い
る
幾
何
形
態

の
作
品
だ
が
、
角
材
の
稜
線
が
面

の
中
に
融
け
込
み
、
無
機
的
な
も

の
が
有
機
的
に
う
ご
め
く
面
白
い

造
形
だ
。
池
田
文
一
は
、
一
九
四

八
年
新
潟
県
生
ま
れ
、
京
都
芸
大

彫
刻
科
出
身
で
大
阪
彫
刻
家
会
議

等
に
所
属
。
日
本
国
際
美
術
展
等

で
活
躍
中
の
新
進
気
鋭
の
作
家
で

あ
る
。

池
田
文
一
「
ひ
ね
く
れ
た
正
1
 
2
面
体
」

一
九
八
七
牛

木
(
チ
ー
ク
材
)
用
×
棚
×
棚
C
の

●

(
胤
開
園

●
第
6
回
刻
字
千
葉
展

8
月
2
5
日
̃
8
月
0
0
日

●
ダ
ネ
ラ
・
テ
コ
パ
ー
ジ
ュ
展
覧

会

9
月
l
日
̃
9
月
6
日

●
第
1
 
7
回
新
構
造
千
葉
支
部
展

9
月
l
日
̃
9
月
6
日

※
臨
時
休
館9

月
7
日
̃
9
月
H
日

●
千
葉
等
迦
展

9
月
1
 
5
日
̃
9
月
2
0
日

●
第
2
0
回
千
葉
県
高
等
学
校
合
同

写
真
展

9
月
1
 
5
日
̃
9
月
2
0
日

●
第
2
5
回
新
世
紀
美
術
協
会
千
葉

支
部
展

9
月
1
 
5
日
̃
9
月
2
0
日

●
昭
和
6
2
年
度
千
葉
県
芸
術
祭
千

葉
県
写
真
展

9
月
1
 
5
日
̃
9
月
2
7
日

●
第
3
7
回
千
葉
デ
ザ
イ
ン
展

9
月
2
2
日
̃
9
月
2
7
日

●
第
3
4
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
月
2
2
日
̃
9
月
2
7
日

●
第
3
回
目
本
書
道
学
会
千
葉
県

連
合
会
書
道
展

9
月
2
2
日
̃
9
月
2
7
日

●
昭
和
6
2
年
度
第
0
0
回
千
葉
市
中

中
養
護
学
校
児
童
生
徒
作
品
総

合
展
覧
会9

月
2
4
日
̃
1
0
月
4
日

●
第
1
 
9
回
フ
ァ
ン
シ
ー
洋
画
展

1
0
月
6
日
̃
1
 
0
月
廿
日

●
第
1
4
国
文
化
書
道
千
葉
県
連
合

会
公
募
展
覧
会

的
月
6
日
̃
1
 
0
月
H
日

●
第
7
回
二
科
会
写
真
部
千
葉
支

部
展

1
 
0
月
6
日
̃
的
月
n
日

●
第
5
回
日
中
友
好
書
道
展
覧
会

1
0
月
1
3
日
̃
叩
月
1
8
日

●
第
3
9
回
千
葉
県
美
術
展
覧
会

(
県
展
)

1
0
月
2
4
日
̃
1
1
月
1
5
日

●
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
芸
術
祭

-
美
術
・
工
芸
・
書
道
作
品
展

H
月
1
 
8
日
̃
n
月
2
9
日

●
第
3
2
回
こ
ど
も
県
展

1
2
月
1
日
̃
1
2
月
1
3
日

●
第
1
 
0
回
千
葉
展

1
2
月
1
5
日
̃
1
2
月
2
5
日

●
第
2
3
回
登
龍
社
宮
坂
会
書
初
展

l
月
5
日
̃
l
月
1
 
0
日

●
第
1
 
7
回
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟

展

1
月
5
日
̃
1
月
的
日

●
第
5
回
明
る
い
社
会
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ー
ク
ー
ル
展
覧
会

l
月
5
日
̃
l
月
川
二
日

●
千
葉
市
観
光
絵
画
と
写
真
コ
ン

ク
ー
ル

1
月
1
2
日
̃
1
月
1
7
日

●
今
日
の
美
術
を
考
え
る
会
展

1
月
1
2
日
̃
1
月
2
4
臼

●
第
5
回
千
葉
県
医
師
会
美
術
展

1
月
1
9
日
̃
1
月
2
4
日

-
次
ペ
ー
ジ
へ



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
講
座

〇
陶
芸
講
座
(
2
)

期
日

1
 
0
月
2
4
・
2
7
日

u
月
1
 
3
・
2
5
・
2
7
日

1
2
月
1
1
・
1
6
・
1
8
日

1
月
1
 
6
・
2
9
日

へ
1
 
0
日
間
)

講
師

斎
藤
惇
氏

定
員

2
 
5
名

締
切

1
月
1
 
2
日
(
火
)

友
の
会
実
技
講
座

◎
金
工
入
門
講
座

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
 
0
月
1
 
0
日
(
土
)

〇
書
芸
講
座
(
3
)

期
日

1
2
月
1
0
・
n
・
1
7

・
1
8
日

へ
4
日
間
)

講
師

浅
見
錦
龍
氏

定
員

3
0
名

締
切

H
月
2
6
日
(
木
)

0
洋
画
講
座
(
3
)

期
日

1
月
2
8
・
2
9
・
3
〇

・
3
1
日

2
月
472

ヽ
i
i
"

(
1
2
日
間
)

講
師

小
林
数
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
月
1
4
日
(
木
)

〇
日
本
画
講
座

期
日

1
月
2
6
・
2
7
・
2
8
日

2
月
2
・
3
・
5
・

6
・
7
・
9
・

1
0
日
へ
1
0
日
間
)

期
日

u
月
3
日
̃
(
5
日
間
)

講
師

佐
藤
叔
孝
氏

締
切

1
 
0
月
2
0
日
(
火
)

◎
彫
塑
入
門
講
座

期
日

1
 
1
月
H
日
̃

(
7
日
間
)

講
師

堀
豊
之
氏

締
切

1
 
0
月
3
 
1
日
(
土
)

◎
洋
画
入
門
講
座

期
日

H
月
2
8
日
̃

(
6
日
間
)

講
師

渡
辺
晋
氏

締
切

n
月
1
 
4
日
(
土
)

◎
て
ん
刻
入
門
講
座

期
日

1
 
2
月
4
日
̃

(
3
日
間
)

講
師

鈴
木
知
秋
氏

締
切

1
 
1
月
2
0
日
(
金
)

◎
版
画
入
門
講
座

期
日

1
月
1
 
2
日
̃

(
7
日
間
)

講
師

坂
戸
武
雄
氏

締
切

1
2
月
2
5
日
(
金
)

◎
書
芸
入
門
講
座

期
日

1
月
1
9
日
̃
(
5
日
間
)

講
師

宇
津
木
雀
声
氏

締
切

1
2
月
2
5
日
(
金
)

〃
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
〃
活

動
の
一
環
と
し
て
、
美
術
に
関
す

る
理
解
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

特
別
展
・
企
画
展
の
展
覧
会
と
関

連
さ
せ
た
り
、
〃
つ
く
る
〃
活
動
の

実
技
講
座
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

美
術
に
関
す
る
問
題
に
一
層
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
年

間
1
 
0
回
行
わ
れ
、
第
6
回
か
ら

は
、
日
本
画
、
洋
画
(
7
月
n
日

実
施
)
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書

の
分
野
を
実
技
講
座
と
の
関
連
で

と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
著
名
な
作

家
な
ど
を
講
師
に
招
き
、
話
題
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
談
話
会
の
形

式
で
実
施
す
る
。

〇
第
5
回

別
掲
3
ペ
ー
ジ

〇
第
6
回

日

時

丑
月
2
1
日
㈲
午
後
2
時

テ
ー
マ

彫
刻
制
作
の
現
場
-
粘

土
か
ら
鋳
造
ま
で
-

話
題
提
供
者

久
保
田
倣
通
氏

(
彫
刻
家
)

〇
第
7
回

日

時

1
 
2
月
1
 
2
日
㈲
午
後
2
時

テ
ー
マ

中
国
、
書
の
旅

話
題
提
供
者

種
谷
扇
舟
氏

(
書

家
)

〇
第
8
回

日

時

1
 
2
月
1
 
9
日
㈲
午
後
2
時

テ
ー
マ

未
定

話
題
提
供
者

神
谷
紀
雄
氏
(
陶

芸
家
)

〇
第
9
回

日

時

1
月
2
3
日
出
午
後
2
時

テ
ー
マ

未
定

話
題
提
供
者

鶴
岡
洋
氏

(
版
画

家
)

〇
第
1
0
回

日

時

2
月
1
 
3
日
出
午
後
2
時

テ
ー
マ

未
定

話
題
提
供
者

渡
辺
学
氏

(
日
本

画
家
)

各
回
と
も

本
館
研
修
室

一
般
5
0
人

(
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
)

無
料

日
嗣
四
囲
的
闇
同
園

-
前
ペ
ー
ジ
か
ら

●
第
1
 
5
国
子
葉
書
壇
秀
抜
新
進
展

1
月
2
6
日
̃
1
月
3
1
日

●
第
2
1
回
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作
品

展

1
月
2
6
日
̃
1
月
3
 
1
日

●
群
鴎
善
人
展

2
月
2
日
̃
2
月
7
日

●
第
3
回
書
星
選
抜
展

2
月
2
日
̃
2
月
7
日

●
第
4
0
回
千
葉
県
小
中
高
校
書
初

展
覧
会

2
月
2
日
̃
2
月
7
日

へ
名
。
学
習
院
大
学
2
名
。
跡
見
学

園
女
子
大
学
4
名
。
共
立
女
子
大

学
1
名
。
法
政
大
学
1
名
。
帝
京

大
学
1
名
。

日

誌

抄

●

昭
和
6
2
年
度
博
物
館
実
習
は
、

8
月
7
日
㈲
̃
8
月
1
 
2
日
㈹
ま
で
、

2
8
名
の
学
生
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。

日
本
女
子
大
学
「
名
。
青
山
学

院
大
学
1
名
。
千
葉
大
学
4
名
。

鶴
見
大
学
2
名
。
お
茶
の
水
女
子

大
学
1
名
。
国
士
舘
大
学
3
名
。

実
践
女
子
大
学
2
名
。
和
洋
女
子

大
学
4
名
。
武
蔵
野
美
術
大
学
l
ヽ

●

7
・
2
0

第
一
回
美
術
館
協
議
会

8
・
7

特
別
展
「
ピ
カ
ソ
展
」

(
9
・
6
ま
で
)

8
・
7

企
画
展
「
第
二
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
」
(
9

・
6
ま
で
)

8
・
2
2

第
三
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
関
正

司
氏
)

8
・
2
9

第
二
回
美
術
講
演
会

(
講
師
=
瀬
木
慎
一
氏
)


